
         

 

  

                             

 

       ～さらなる成長を願って～ 

                          校 長  佐藤専太郎 

明日から始まる夏休み、生徒一人ひとりが充実した日々を過ごすことを願っています。２学期

は、「スポーツの秋、読書の秋」などと称される一年の中で最も長い学期です。また、学習や芸

術・文化・スポーツに集中して取り組み、成果を上げるには最適の時期でもあります。「実りの

２学期」を充実させるためには、夏休みの毎日を漠然と過ごすのではなく、２学期の目標をしっ

かりとイメージしておくことが大切です。生徒たちには、２学期での自分の姿を思い浮かべ、こ

れからの１か月半をどう過ごしていくのかを考えてほしいと思います。 

保護者及び地域の皆様には、１学期間、本校への御支援・御協力をいただき、誠にありがとう

ございました。 
 
〇いじめは、みんなの問題！ 
 いじめは、生徒の心身の健全な成長に重大な影響を及ぼす、
人としてけっして許されないものです。学校では、「いじめ
防止対策基本方針」を策定し、いじめの未然防止、早期発見、
早期対応を進めております。 
 集団で生活するなかでは、人間関係による様々な問題が発
生することがあります。いじめは、加害者、被害者だけの問題ではなく、集団の問題とも言えま
す。被害者、加害者の層の周りには、はやし立てたり、面白がって見ていたりする観衆の層、そ
して、見て見ぬふりをする傍観者の層があります。いじめは集団の問題だという捉え方をし、す
べての生徒たちにかかわりのあることを意識させ、当事者意識をもてるようにしています。 
 学校では、未然防止の観点から、お互いを知り合う活動、違いを認め合う活動を進め、理解を
し合うようにしています。教師からの指導によるものだけでなく、生徒自身が自分たちで考え、
行動ができるよう生徒会が中心となり、いじめをなくすためのスローガンを生徒たちの力でつく
り、互いにそのことを意識し合った活動を行っております。また、生徒アンケートを実施すると
ともに、相談の機会を設け、生徒の気持ちを受け止めるようにしております。ご家庭でもお気づ
きのことがありましたら、学校にお知らせください。 

いじめ問題と切り離せないものに SNS があります。技術革新の産物として生まれた SNS は、自
らの表現の場であったり、交友関係を広げていく場であったりと、多くのメリットをもっていま
す。安全に正しく使用すればとても役立つ便利なもので、いじめに遭った人が SNS によって救わ
れた事例もあります。しかしながら、デメリットが存在するのも事実です。SNS を使ってプロフ
ィールの作成、文章の公開、コメントの付与、写真や動画の公開、グループ化、友人紹介などの
機能が、誹謗中傷やいじめの温床になったり、事件や犯罪に巻き込まれるきっかけになったりし
ています。2020 年 2 月 6 日、警視庁が発表した「令和元年の犯罪情勢」によると、SNS に起因す
る犯罪の 18 歳未満の被害児童数は、過去最高の 2,095 人で、過去 5 年間で 26.8％増加しています。
本校でもスマホの使用方法が原因でトラブルが発生しています。 

SNS を介した犯罪被害を防止するにはどうしたらよいのでしょうか。SNS を管理する事業者側の
対応もありますが、まず、子どもに直接関わる私たちが「賢く安全に使うための知識・知恵」や
「ルールを守って使える心」を育むことが大切です。そのためには、私たち大人が与えた者、使
わせる者の責任を認識し、以下の点も心がけるべきだと思います。 

①SNS を知るために、自ら操作して基礎知識を得る。②正しい利用を自らの態度で示す。 
③子どもと話し合いながら活用させる。④具体的なトラブルから学ぶ。 

 個人への脅迫行為、性犯罪被害、待ち伏せや付きまとい等、ネットトラブルの実態から、学校、

家庭、地域で、子どもと一緒に解決策を考えていきたいと思います。 

※写真は、１年生を対象に実施した「いじめ防止教室（脱いじめ傍観者）」…６月２３日（木） 
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☆葛北大会・県大会・夏のコンクールの結果報告☆ 
○陸上部 男女総合 優勝 男子総合 第３位 女子総合 優勝 

女子共通 4×100mリレー  第１位（伊藤瑠菜・鮎川楓・深道美瑠・梶岡愛未） 

男子低学年４×100mリレー 第１位（中山葵・宮村拓実・古平比呂人・増田陽介） 

女子低学年４×100mリレー 第１位（井實凜・原佑奈・近藤杏海・比嘉杏樹） 

 １年男子 100ｍ 第３位 菊沢惺   ３年女子 100ｍ 第２位 鮎川楓 

 共通女子 200ｍ 第３位 鮎川楓   共通女子 800ｍ 第３位 中山佳那子 

 共通男子 110ｍH第１位 根岸永真  共通女子 100ｍＨ第１位 深道美瑠 

 共通男子走高跳 第１位 臼井颯    共通男子砲丸投 第１位 根岸永真 第２位 平石蔵甫 

 共通女子走幅跳 第１位 原佑奈    1年走幅跳 第２位 比嘉杏樹 

○陸上部 県大会 共通男子走高跳 第２位 臼井颯   共通男子１１０ｍH 第 6位 根岸永真 

○野球部 優勝（県大会ベスト８）     ○剣道部 男子団体の部 第３位 

○ハンドボール部（県大会１回戦惜敗）   ○新体操 須藤美咲（県大会出場） 

○吹奏楽部 第６４回千葉県吹奏楽コンクール 銀賞 

４月コロナウイルスが収束しかけ、学校の行事も再開されました。新

入生を迎えての『NARYUクエスト』を開催し、新入生も先輩との交

流を深めました。5月になり、２年生の林間学校がありました。福島

県の会津方面に行き、キャンプファイヤーや登山などたくさんの自然

に触れました。６月になり、３年生の修学旅行が開催され、京都・奈

良の文化遺産にたくさん触れることができました。７月には、葛北大

会も実施され、惜しくも敗れ引退した３年生もいますが、県大会、全

国大会に駒をすすめた部活動もあります。 

 コロナウイルスの感染者が日に日に増えている現状を踏まえ、状況を注視しながらこれまでの対策を続け

ていきます。３年生が部活動を引退し、この夏から新チームでの活動が始まった部活動も多いことと思いま

す。２年生を中心に、新たなチームで新たな目標を掲げ、活動を行ってほしいです。また、夏休みは勉学に

もじっくりと取り組む機会でもあります。１学期の復習をしたり、３年生は、これまでの学習の復習をした

り、今まで自分が理解できていなかった分野を深く学ぶ時間を持ってほしいと思います。そして、理科の自

由研究や国語の読書感想文など、時間をかけて、研究をしたり、一冊の本にじっくりと向き合うこともこの

夏にできます。自分の興味のあることに時間をかけたり、普段の生活の中ではできない家族との時間を確保

したり、時間を有効に活用してほしいです。 

 夏休みの後半８月２２日（月）～３１日（水）の平日の時間で、午前の部：９：００～１２：００の間で、

午後の部：１３：００～１６：００の間で、図書室を自習室として開放します。夏休みの宿題等で質問があ

る場合は、教職員に聞くこともできます。夏休みの課題に不安がある人も積極的に、参加してほしいと思い

ます。休み明けに、成長した生徒たちと元気に会えることを楽しみにしています。 


